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１． はじめに 

 

 

■ 仙台市水道局では，平成 22 年 3 月に策定した「仙台市水道事業基本計画（平成 22 年度～

平成 31 年度）」（以下「基本計画」という。）及びその実施計画である「仙台市水道事業中期

経営計画（平成 22年度～平成 26年度）」（以下「前期計画」という。）に基づき，各年度の事

業に取り組んできました。このたび，前期計画期間の満了に当たり，平成 23 年 3 月 11 日に

発生した東日本大震災という未曾有の災害に直面した経験と教訓，そして現状と新たな課題

を踏まえつつ，基本理念の実現に向けた施策や事業を推進していくため，後半 5 年間の「仙

台市水道事業中期経営計画（平成 27～31年度）」を策定し，事業に取り組んでいます。 

 

 このたび，平成 31年度における事業計画がまとまりましたので，お知らせいたします。 

  

図 仙台市水道事業の計画体系 
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２． 予算の概況 

 

■ 本市水道事業は，これまでの経営の効率化に向けた取り組みにより，健全な財務状

況を維持しておりますが，震災後に流入が続いた給水人口が今後数年程度で減少に転

じることが見込まれ，給水収益の減少が想定される一方，高度成長期等に集中的に整

備した管路や主要浄水場の１つである国見浄水場が順次更新時期を迎えるなど，老朽

施設の更新需要が増大し，今後の経営状況は厳しさを増していく見通しとなっており

ます。 

■ このような事業環境の変化に対応していくため，本年度は，今後 10 年間の事業運営

方針となる基本計画と前期の実行計画となる中期経営計画を策定するとともに，将来

を見据えた適切な資産管理のためのアセットマネジメントの取り組みを推進してまい

ります。また，管路・施設の耐震化をはじめとした災害対策や，施設の機能維持のた

めの更新・改良工事等に引き続き取り組んでまいります。 

■ 今後とも計画的かつ効率的な事業運営による経営基盤の強化やサービスの向上に努

め，安全で良質な水道水を安定的に供給していくことを通じて，お客さまと地域社会

に一層信頼される水道事業を目指してまいります。 
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３．事業計画 

 

１．　事　　　　業　　　　計　　　　画

平 成 31 年 度 平 成 30 年 度
当 初 予 算 補 正 後 予 算

（C） （D） （C）－（D） (C)/(D)

年 間 総 配 水 量 （A） ｍ３ 119,945,000 119,530,000 415,000 100.3

（ 仙 台 市 配 水 量 ） ｍ３ (115,813,000) (115,384,000) ( 429,000) (100.4)

（ 他 市 町 分 水 量 ） ｍ３ ( 4,132,000) ( 4,146,000) (△ 14,000) ( 99.7)

一 日 最 大 配 水 量 ｍ３ 357,100 359,172 △ 2,072 99.4

一 日 平 均 配 水 量 ｍ３ 327,720 327,480 240 100.1

年 間 有 収 水 量 （B） ｍ３ 113,472,000 113,197,000 275,000 100.2

有 収 率 （B）/（A） ％ 94.6 94.7 △ 0.1 99.9

使 用 給 水 栓 数 栓 464,000 459,000 5,000 101.1

職 員 数 人

（ 管 理 者 除 く ）

区           分
増 減 （ △ 減 ） 比 率 (%)

単位

411413 2 100.5
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（１）収益的収支 

（２）資本的収支 

 

 

４．財政状況 

 

 

 

  ■ 水道水をつくり，ご家庭にお届けするための財源と経費です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■ 水道施設を建設・改良するために必要な財源と経費です。 
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（３）前年度との比較（収益的収支）  
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（４）前年度との比較（資本的収支）  
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（１）災害に強い施設・システムの整備 

（２）災害対応力の強化 

（３）水質管理の徹底 

配水支管の更新工事 

災害時給水栓 

管路の更新工事 

５．主な実施事業 

 

■ 平成 31 年度の主な事業を「水道事業中期経営計画」における２つの『目指すべき

将来像』に沿ってご紹介します。※【 】内の金額は平成 31 年度の当初予算額です。 

 

 

 

   

■ 管路の耐震化【約 55億 5,600万円】 

老朽化した送配水管路を耐震性に優れた管で更新し， 

管路の耐震性を向上させます。特に，災害拠点病院等 

重要施設への配水管路を優先的に耐震化します。 

 

■ 浄・配水施設の耐震化【約 6億 8,700万円】 

茂庭浄水場配水池や濃縮槽・汚泥貯留槽等の耐震補強工事を行います。 

 

■ 災害時水運用機能の強化【約 2億 1,300万円】 

災害時等の影響区域の縮小や早期復旧などを図るため，現在 133 ある配水ブロッ

クの細分化と再編に係る施設整備や，配水幹線への仕切弁設置工事を行います。 

 

 

  ■ 災害時給水栓の設置【約 2,800万円】 

大規模災害時に地域の皆様が自ら給水所を開設・利用でき 

るよう，市立小中学校 14校に災害時給水栓を設置します。 

  

■ 非常用自家発電設備の更新等【約 3億 8,500 万円】 

災害時などの長期停電に備え，主要な送配水施設の非常用 

自家発電設備の更新・新設を行い，運転時間を増強します。 

 

■ 水質管理の充実・強化 

水質 GLP（※）に基づいた水質検査の精度管理・教育研修を引き続き実施してい

きます。 

※水質検査結果の精度と信頼性を確保するための認定基準。仙台市水道局では平成 18 年度に認定

を受け，平成 30 年度に 3 度目の更新を行いました。 

 

１ 強くて安心な水道 
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（１）環境に配慮した事業の推進 

（２）お客さま本位の事業の推進 

（３）経営マネジメントの推進 

 

 

 

■ 省エネルギー型機器への切り替え等【約 5 億 6,600万円】※老朽更新費用を含む 

   将監送水ポンプ場などの受変電設備更新や本庁舎の照明設備更新など，省エネル

ギー型機器への切り替えを推進します。 

 

■ 次世代自動車等の導入【約 450万円】 

  公用車の更新に合わせ，次世代自動車等への切り替えを推進します。 

 

 

 

■ 体験・交流型広報の充実 

 水道事業に対するお客さまの理解を深め，信頼を確かなものとするため，水道フ

ェアや各種ツアーなどを引き続き実施します。 

 

 

 

■ アセットマネジメントの推進 

  水道施設の適切な維持管理や計画的な更新など，アセットマネジメントの取り組

みを更に推進するため，水道施設の情報を管理するシステムを構築していきます。 

２ エコで持続可能な水道 


